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番鋸､酋立国全国沓鋸(NDL)開雷魚､区立研究開発法人情報通信研究棲柾(NIC
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10日Ej ��wH8�つい･tJ帝壕的な是応答が行われ､国を超えた同業者同士の親密感を疎めていた｡⑨畳,<棟閑の効果
研修の親子はほほ毎日東商アジア研究所サ

イJ･から発膚きれる｡招聴音の本国では､プログラムに参加していない囲昏館月やほかの図書館にもこの情報が伝達されていく｡プログラム終了後も､或る臼タイの未知の国昔籍から日本の受入協力缶に額賓申し込みが舞い込む､本プログラムで知り4]つた図書飴同士が現地視費をする'日本からの視察を機会にqLTさやかなすqLr-らサイエンス同窓会○が阿
かれたりする｡また､ラオス･ベトナム･カンボジアの同期参加者同士が国を燕えてfacebookで連絡をとりあう｡是からの車間

を横合に現地で小さな同度会が開かれたりする｡東南アジア研究所では､2014年さくらサイエンス実施以来､年2B]の東南アジア




